
財政 と公共政策
第28春 第1号(通 巻第39号)2006年5月

―SSN1348―8805

PublicFinance

andPub―icPolicy

財政学研究会



『財政と公共政策』投稿規定

本誌 は,財 政と公共政策に関する幅広い領域の理論的 ・実証的研究の成果を公表し,相 互交流 を促すこ

とによって財政学研究,お よび公共政策研究の更なる深化 ・発展 に寄与 してい くことを目指 しています。

本誌の発行 は財政学研究会 を母体 としていますが,上 述の目的のために会員だけでなく広 く非会員の方々

からの本誌への投稿 も歓迎 します.

本誌への投稿論文は,財 政学研究会内に設けられた 「財政 と公共政策』編集委員会 によって受理され,

編集委員会の選任 した複数の査読者による審査の上,掲 載を許可されたものが掲載されます。なお,投 稿

を希望 される方は,以 下の投稿規定に留意 されるようお願い申し上げます.

投 稿 規 程

[本誌の扱う内容]

財政学(予 算論,経 費論,租 税論,公 債論,地 方財政論,国 際財政論,財 政政策論,財 政思想,財 政史

等),国 家 ・自治体論,地 方自治論,ガ バナンス論,規 制緩和,民 営化,公 益事業論,公 共政策論(環 境政

策,交 通政策,国 土政策,都 市政策…)等 関連領域.

[投稿論文の受理]

投稿論文は随時受け付けています.到 着した原稿か ら順次査読に入り,査 読終了後に掲載が決定 したも

のから順番に,年2回 発行(5月,10月)さ れる本誌に掲載 していくことにします.な お,投 稿 された論

文は返却されません.

[投稿論文の種別]

投稿論 文 には,研 究論文(制 限字数25,000字),研 究 ノー ト(同15,000字),展 望 論文(同20,000字)の 区

別 があ ります.た だ し,制 限字数 は全 て図表込み の数字 です.図 表 を用 い る場合 は1点 を800字 と計算 し,

5点 ま で を上 の字数 に含 め るこ とが で きます.ま た,総 字数が上記 の制限字数 を超 え る場合,文 章 につい

て は1ペ ー ジ(約1,700字)に つ き3000円,図 表 については1点 につ きその作成 費用 相 当額 だけ,投 稿料 が

引 き上 げ られ ます ので,あ らか じめ ご留 意下 さい.な お,抜 き刷 りにつ きまして はご要 望に添 えかね ます

ので,ご 了 承 ください.

[投稿料]

財政学研究会会員は無料,非 会員は有職者の方が1万 円,大 学院生の方は5千 円となります.

[論文提出要領]

投稿 を希望 される方は,ハ ー ドコピー3部 を下記 の投 稿論文 送付 先 に提 出 して下 さい.ま た,掲 載が決

定 した場合 には,テ キス トフ ァイル,MicrosoftWord,一 太 郎 のいずれか による文書 フ ァイル を提出 して

頂 くこ とにな ります ので,あ らか じめ ご留意下 さい.図 表 をフ ァイル と して提 出す る場 合 には,上 記 ワー

プロソフ トで作 成で きる もの以外 には,MicrosoftExcel,Lotusl-2-3に よ って作成 された ものお よびCSV

(カ ンマ区切 りテキス ト)フ ァイルに限 り,受 領す ることが可能です.そ れ以外 の もの は,鮮 明 な印刷 原稿,

ま たは コピーをご用 意下 さい.な お,投 稿論文 には以下の 内容 を記載 した表紙 を添付 して下 さい.① 論文

タイ トル② 投稿者 の氏 名③連絡先(住 所,電 話 ・FAX番 号,Eメ ー ルア ドレス)④ 英 文 タイ トル⑤英 文氏

名⑥内容要約(ロ 本語,約200字).

[投稿論文送付先]

〒606-8501京 都市左京区吉田本町 京都大学大学院経済学研究科財政学(植 田)研 究室内

Tel:075-753-7531(内 線3454)

Fax:075-753-3512
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シンポジウム

「地方環境税の課題と展望」

》ミ灘 慧欝 蕪轡'

本特集は,2005年9月3日 に鹿児島県 ・霧島国際ホテル にて開催された

「地方環境税の課題と展望」 と題するシンポジウムの記録である.シ ンポジウ

ムでは,ま ず水谷守男氏(鹿 児島国際大学大学院経済学研究科)か ら太宰府

市の概況 と歴史と文化の環境税 について報告 がなされた.次 に西村栄造氏

(福岡県総務部税務課長)よ り,九 州各県における産業廃棄物税について福岡

県の取 り組みを中心に報告がなされた,こ れを受けて,鈴 木茂氏(松 山大学

経済学部),只 友景士氏(滋 賀大学経済学部)の 両氏からコメン トがなされ,

その後フロアも含めて活発な議論が展開された.

「財政と公共政策』編集委員会



『財政と公共政策』では,研 究に励む若手硲究者,特 に博士後期課程在籍者お

よび修了者が,自 らの抱いている問題意識 研究の概要,研 究業績などを紹

介する 「若手研究者紹介」の場を設けることに致 しました.「若手研究者紹介」

では,財 政や公共政策 に関する研究に取 り組む若手研究者を紹介 していくこ

とを予定 しています.掲 載希望者は,財 政学研究会事務局まで御一報 くださ

い.

「財政と公共政策』編集委員会

鑓雛騨一 羅羅灘鍼灘麟灘羅灘 灘懸灘灘麟蕪懇難灘懇鞭 鞍蕪灘灘灘難騰鍵叢 纒灘灘繋



財政学研究会会則

1名 称及び目的

本会は財政学研究会 と称 し、財政学、経済学、公共政策及び関連諸分野における共同研 究、な

らびに教育方法の研究をすすめることを目的 とする。

皿 所 在 地

京都市左京区吉田本町京都大学経済学部内財政学(植 田)研 究室に本会事務局を置く。

皿 会員並びに入会規定

会員を定める。会員は所定の会費を納入し、本会の運営及び共同研究活動 に参加する。会員の

入会は、会員二名の推薦にもとづ き総会 においてこれを決定する。

N会 代 表

本会代表一名 を総会で選出する。会代表は総会の招集を行う。

V総 会

少な くとも年一回は総会を開催 し、年間共同研究計画の作成、入会者の決定、会計報告、運営

委員の選出等を行 う。また、会員の十分の一の要求があれば、臨時総会を開催することがで きる。

魍 運営委員会

総会において運営委員若干名を選出し運営委員会を組織する。運営委員会は次の総会までの会

務を執行 し、必要に応 じて事務局を置 くことができる。

w会 費

会員 より年間会#.5,00⑪円を徴収する。会費の変更は総会が決定する。

皿 会計監査及び予算

総会は年間予算を決定 し会計監査一名 を選出する。会計監査委員は年一回会計監査を行 う。

Pt研 究 活 動

本会 は次の諸活動を行 う。

(1)定 例研究会及び合宿研究会

(2)専 門別研究部会の設置、運営

(3)機 関誌の編集、発行、普及

(4)プ ロジェク ト研究及び出版

(5)そ の他

X『 財政と公共政策』

1.本 会機関紙、『財政 と公共政策』を年二回発行する。総会において編集委員会を設置 し、編集

委員会がその編集、発行 を行 う。編集委員会の規則は別途定める。

2.定 期購読者は実費(送 料込)で 『財政と公共政策』を購入す る。

刃 付 則

本会 に必要な改正は、総会において行う。

本会則は1979年4月28日 付で発効する。

本会則は2003年9月6日 に改正 され、同日付で発効する。
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